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アクティブ材を⽤いた座位姿勢の改善は
学習環境の向上に良い影響を与えるのか
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勉強は嫌いだけど
仕⽅なく取り組んでいる⼦が多い

↓

⼦どもたちにとって
勉強が「楽しいもの」
であってほしい！



学習意欲・学⼒
×

◯◯◯
×
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⼦どもの学習意欲の現状

年々割合が増加

（東京⼤学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所, 2022）

学年が上がるほど増加
2021年には60%以上に

→学習意欲は低下している



国内における⼦どもの学⼒の現状

⼩学校・中学校の国語・数学において、スコアが低下傾向

（⽂部科学省, 2025）



国際的な⼦どもの学⼒の現状

３つの観点において、国際的な順位が低下

（PISA, 2003）

→学⼒も低下



⼦どもの学習意欲、学⼒低下の要因

デジタル
機器 家庭環境

⽣活習慣

姿勢



学習意欲・学⼒
×
姿勢
×

◯◯◯



⼦どもの姿勢の現状 （⼩学館, 2024）

70%以上 85%以上



学習と座位姿勢の関係（⽇本整形外科学会, 2019）

胸の圧迫
→酸素摂取量の低下
→疲労感、だるさ

⾸や肩の筋負担の増加
→⾎流が停滞
→頭痛、集中⼒の低下

猫背姿勢 姿勢の固定化も問題



アクティブ材

不安定な座⾯
→固定化の防⽌

体幹を刺激
→姿勢改善の効果
→集中⼒の向上（Sadr ほか, 2017）

Gボール、JPクッションを使⽤



学習意欲・学⼒
×
姿勢
×

アクティブ材



先⾏研究
(森⼝,2007)
中学校の授業にて⽊製椅⼦とGボールを⽐較
→Gボール：前半は活性度、覚醒度が⾼値

  後半に不快感を感じる可能性
↓

アクティブ材に座る時間を調整

姿勢×アクティブ材に「学習」を追加



本研究の⽬的
⽊製椅⼦、Gボール、JPクッションを⽤いた座位姿勢
で取り組んだ計算課題の結果から演算能⼒を数値化
し、観察・記録した上半⾝の動きから姿勢の変化を
分析するとともに、その⼼理変容、プログラム評価
を⽐較・検討することで、演算能⼒と姿勢に対する
アクティブ材の効果を明らかにすること
それぞれのアクティブ材への興味度も調査し、特徴
の違いも踏まえて実際の導⼊の可能性についても検
討



アクティブ材を⽤いた座位姿勢の改善は
学習環境の向上に良い影響を与えるのか



調査⽅法



調査⽅法
調査⽇ ：令和７年10⽉27⽇、28⽇、29⽇、11⽉4⽇、5⽇

調査時間：30〜45分間

調査場所： TCY塾

調査対象：⼩学５年⽣から⾼校３年⽣までの13名
（男⼦４名、⼥⼦９名）



⽊製椅⼦ Gボール JPクッション



計算課題（90秒間） ⼆次元気分尺度
（計算課題前後）



プログラム評価⽤紙（計算課題後）
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分析内容
計算課題：解答数、正答数、正答率

座位ごとに⽐較

姿勢動画：頭部、肩部、腰部の定点分析

⼆次元気分尺度：前後を⽐較
さらに座位ごとに⽐較

プログラム評価：座位ごとに⽐較
⾃由記述の内容を整理



研究結果・考察



計算課題
解答数
GボールとJPクッション
→有意差あり（x2=8.00,p <0.05）

Gボールの⽅が解答数が多い

正答数
GボールとJPクッション
→有意差あり（x2=6.57,p <0.10）

Gボールの⽅が正答数が多い

Gボール
→JPクッションと⽐べて
揺れが⼤きい

アクティブ材の効果を発揮



定点の軌道追跡
（頭部）

アクティブ材では
揺れが多く起こっている



定点の軌道追跡
（肩部）

座位姿勢の固定化の改善



定点間の距離

肩部・腰部間の距離
→⽊製椅⼦が最も数値が⼤きい

背⾻が前傾しやすい
→より猫背になりやすい

n.s.



⼆次元気分尺度

活性度
→計算課題取り組み後に
よりイキイキした状態に
有意差あり
（p=0.02,t=-2.68,ES=0.46）



⼆次元気分尺度

⽊製椅⼦・JPクッション
→平常⼼エリアへ

Gボール
→活動に適したエリアへ



プログラム評価

安全度に関して
・⽊製椅⼦とGボール
・⽊製椅⼦とJPクッション
→有意差あり
（x2=14.65,p<0.05）



座位⽐較

13⼈中７⼈
→Gボールの学⼒に対する
効果を実感



座位⽐較

・快適度・安全度・疲労感
・興味度

→⽊製椅⼦と⽐べて
Gボール、J Pクッションに
ポジティブな印象



アクティブ材の⽐較

⽊製椅⼦
→否定的なコメントが⽬⽴つ



アクティブ材の⽐較

Gボール
→肯定的なコメントが多い



アクティブ材の⽐較

JPクッション
→好みの個⼈差が⼤きい



結論
３種類の座位における90秒間の演算の結果から

アクティブ材
「児童と⽣徒の座位姿勢を改善しつつ，学習中の集中と快適さを
⽀える可能性をもつ教材」
特にGボールは，姿勢・⼼理・主観評価の観点から最も⼀貫して
良好な傾向

今後の課題
より⻑時間の学習場⾯を想定しつつ、
「学⼒」の多⾯的側⾯に対するアクティブ材の影響を解明


